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(1)ミサゴHz"αわ〃""αems
l993年5月20日に古洞池畔にオオタカの巣を確認す
るとともにミサゴの巣も確認した（表3，図2．3）。
巣は尾根近くのアカマツの樹冠部にあり，巣の中には
雌成鳥が座っていて抱卵中か抱雛中であった。6月18
日に巣内から頭を突き出している雛1羽が見られた。
7月1日には2羽の雛を確認した。8月18日には巣か
ら飛び立って行く1羽と巣内で羽繕いをしている1羽
の計2羽の幼烏を確認できた。
1994年には抱卵後期か育雛初期の段階で失敗してい
る。4月13日には抱卵を始めていたと考えられる。し
かし，5月上旬の強風のため巣材の一部が松の木の上
に散乱し巣は低くなっていて，5月19日，5月23日と
もに巣の周辺には成鳥の姿は見られなかった。6月23
日の観察では2羽の成鳥が巣にいて繁殖をし直したか
と思われたが，その後，雛の姿は見られなかった。
1995年には，5月2日に抱卵中と思われる成烏1羽
が巣の中に座っていた。6月30日に1羽の成鳥が巣の
中で両翼を半ば広げていて，その下に雛が1羽いるの
が見られた。7月13日には巣立ち間近と思われるほど
成長した幼鳥が1羽いた。
1996年は繁殖に失敗した。4月7日には交尾行動や
巣作り行動が見られたが，4月28日には巣を使ってい
なかった。その後，成鳥が巣の中で立っている姿は観
察できたが繁殖のためには巣は使われなかった。6月
29日になって,約500m離れた別の尾根のアカマツの樹
冠部に新たな巣かあるのが分かった。この第2巣は作
りかけでこの年には使用されなかった。
1997年は3つのミサゴの巣が確認された。第1巣で
は8月上旬に幼烏1羽が巣立った。第2巣は前年より
厚みが増していたか，繁殖には使わなかった。この第
2巣の近くにおいて，アカマツの樹冠部にある第3巣
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調査方法
調査は，1993～1997年に，ミサゴ及びオオタカの繁
殖の調査を中心に行い，1996～1997年にかけては，ワ
シタカ類の調査を行なった。ワシタカ類の調査はダム
取水口およびどんぐり橋で定点観察を行い（図l），リ
スト作成と行動を記録した。営巣を確認した場合には
繁殖活動の妨害にならないように細心の注意をはら
い，1週間程度の間隔を空けて1回あたり5分以内の
状況把握のための観察を行なった。営巣木への接近，
巣内の視認ブラインドの設置は行わなかった｡また，
1996年の繁殖活動終了後，営巣地の周辺環境の記録を
行なった。なお，ワシタカ類の保護のため営巣位置は
示さない。
調査結果及び考察
I・主な種別観察記録
計7種のワシタカ類を観察し（表l）,そのうちミサ
ゴ，オジロワシ，オオタカは，環境庁のレッドデータ
ブック掲載種であるとともに古洞池周辺を繁殖地また
は越冬地として定常的に利用していることが確かめら
れたので，以下にこの3種の観察記録を記す。1993-
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表3ミサゴ及びオオタカの営巣木の周辺環境
種名営巣訓潅樹高巣α粒置胸高自径余価ワォ齢ト斜面の方位???
?
20．
25。
43cm
49cm
ﾐサゴ］）アカマツ
オオﾀカ3アカマツ
15m
14m
15m
15m
ｱｶﾏﾂ以外の垂砿潅（ｲｰ ﾄﾄﾄ最も多ウ
ﾋｻカキH-件,ﾈジｷ1斗-卜,アオキ←H－，コナラ+卜,ユズリノ汁，コシアブラ
コナラ+H＋卜，ヒサカキ十ﾄH-卜，ウリハタうｶｴヂH-卜,ホオノキ+-hネジキ+hガマズミ＋h
イヌツゲ＋
??
○
尾根
図3ミサゴの営巣木周辺の見取り図（1995年｝図2ミサゴの第1の巣（1996年）
?????????????
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図4オオタカの巣(1994年に繁殖に成功した巣で､1997年まで使用）図5オオタカ営巣木周辺の見取り図（1996年〉
も繁殖に成功することが分かった。1997年から記録さ
れた複数営巣については，今後の推移に興味がもたれ
る。
が発見された（穴田氏私信)｡第3巣では5月19日の育
雛初期まで順調にいったが，5月22日には放棄され繁
殖に失敗した。また，第3巣で育雛中の時期に第1巣
でも抱卵中であった。
今回の観察結果より，古洞池ではミサゴはl～2ベ
アが繁殖していると考えられる。ミサゴは4月上旬ま
でに巣作りをし，4月上旬～中旬に抱卵に入る。リ畔化
は5月中旬～下旬と考えられ，5月～6月は育雛期に
なる。7月上旬から中旬にかけてl～2羽の幼鳥が巣
立ちしている。1997年に繁殖した第1巣の場合，5月
上旬に抱卵，6月初旬にﾘ隙化し，8月上旬に1羽が巣
立ちした。1ヵ月ほど繁殖期がずれたのだが，それで
(2)オジロワシ〃α"α“畝sαル”"α
オジロワシは，1995年2月には2羽の越冬が確認さ
れていた（湯浅ほか,1997)。しかしその翌冬は記録で
きず，さらに1997年1月中旬まで観察できなかった。
1997年1月21日には観察されなかった。この時には池
は湛水時より2海程水位が低下しており，カモの数も
30羽足らずであった。2月1日に本種の亜成鳥か1羽，
どんぐり橋辺りを左岸から右岸へ飛んでいくのが見ら
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れた｡池の水位は回復していて,100羽程のカモがいた。
オジロワシは日本では北海道で少数が繁殖し，富山
県には冬に大きな河川や湖沼に訪れる（富山県自然保
護課1977,1980；富山県野鳥保護の会,1989)。主に魚
を食べるが，カモを襲ったり他のワシタカの獲物を横
取りすることもある。本種は，冬期，古洞池にl～2
羽が定期的に訪れている。しかし，池の水位が低下し
て獲物となるカモ類が少なくなった時には観察されな
いことがある。
(3)オオタカACC”erge"""s
古洞池周辺のオオタカの巣は10年程前にアマチュア
写真家によって確認されていた。筆者の一人篠田が観
察を始めたのは1993年からである。1993年5月20日に
初めて古洞池畔のアカマツにオオタカの巣を確認し
た。この時は雌成烏1羽が巣の中に座っていて，抱卵
中あるいは抱雛中であった。6月2日には，雌成鳥が
巣の縁に止っており巣の中から雛の白い頭が1つ出て
いるのが見えた。6月21日には巣の中に4羽の雛を確
認した｡うち3羽は上面が暗褐色の幼羽になっていて雲
胸には暗褐色の縦斑が出ていた。残り1羽は，成長が
遅れていて，体全体がまだ白い羽毛であった。7月上
旬には巣立ちした3羽の幼烏が飛び回っているのが確
認された。4羽目の雛がどうなったのかは不明である雲
1994年，巣は冬の間の積雪のために傾いていたが，
4月5日には新しく巣に枝が積み上げられ，松の青葉も
入れられていた。しかし，4月13日には巣は落ちてな
くなっていた。おそらく4月上旬に吹いた強風のため
に吹き飛ばされたと考えられる。その後，巣のあった
アカマツの木には巣を作り直さなかった。7月13日に
池の奥の松林から「ピーユ，ピーユ」と鳴く声が聞こ
えてきた。その鳴き声より，オオタカの幼烏が1羽，
松の木に止まっているのが確認できた。さらに，アカ
マツの木にオオタカのものと考えられる巣を発見した
(表3，図4．5）。巣は，アカマツの樹冠に近いとこ
ろにあり，周辺の林は，低木層と高木層の間に一定の
空間かある。前出のアマチュア写真家に対する聞き込
みによると，この巣は前年までトビが使っていたとの
ことで（それ以前はオオタカが使っていた),1994年は
この巣で繁殖をやり直し，1羽の幼鳥を巣立たせたこ
とが分かった。また，4月上旬に落ちた巣の近くには
卵が2個落ちていたとのことで，産卵まで至っていた
ことも判明した。
1995年は，前年度に繁殖に成功した巣が使われ，1
羽の幼鳥が巣立った。3月7日には巣内に松の青葉が
入っていなかったが，3月14日には入っていた。3月
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10日前後から巣作りが始まったと’思われる。5月2日
には巣の中に雌の成鳥が座っており，抱卵中か抱雛中
であると考えられた。6月23日には1羽の雛が巣の中
に立っているのが見られた。全身淡い茶色の中に暗褐
色の幼羽が現れてきていた。7月7日には，幼鳥はす
でに巣立っていて，林の中を飛び回っていた。
1996年，1997年は1994年から同一の巣で，続けて繁
殖に失敗した。1996年には6月15日に，1997年には5
月22日に抱卵後期か育雛初期と考えられる時期に雌成
鳥か巣を放棄していた。他の場所で繁殖をやり直した
形跡は見られなかった。
今回の観察結果より，古洞池のオオタカは2月下旬
には成鳥の姿か巣の周囲で確認され，前年使用した巣
に新たに木の枝や松の青葉が入れられているのは，3
月中旬～4月上旬にかけてと思われる。抱卵開始は，
4月上旬～4月下旬と考えられる。巣内に白い羽毛に
覆われた雛が見られるようになるのは6月上旬頃であ
り，巣立ちは7月上旬頃である。確認された雛の数は
l～4羽，巣立った幼鳥は1～3羽であった。
遠藤（1996）によると，オオタカの繁殖生態として
は，l～3月が求愛・造巣期で産卵は4月から5月に
行われる。一腹卵数は2～3卵が多い。抱卵日数は35
日～38日で，5月中旬～6月中旬にかけて鰐化し，リ際
化後35～40日で巣立ちする。巣立ちは6月下旬～7月
上旬になる。巣立ち数はl～4羽である。古洞池のオ
オタカの場合，観察例は少ないが，一般的なオオタカ
の繁殖習性とほぼ一致すると言える。
Ⅱ、古洞池におけるワシタカ類の生息状況
ワシタカ類は食物連鎖の頂点に位置し，生物の多様
性を示す指標となっている。また個体数が減少してい
る希少種が多い。古洞池周辺では，レッドデータブッ
ク危急種のオオタカおよびミサゴが定着し，ほぼ毎年
営巣し繁殖活動を行なっている。しかし'996年にはい
ずれも繁殖に失敗し，1997年にはオオタカが引き続き
繁殖に失敗，ミサゴは2つある繁殖巣のうち1つで失
敗している。繁殖の失敗原因として，繁殖前期にあた
る4月に入ってからの積雪や強風が自然的要因として
あげられるが，遊歩道や周辺地域の利用者数の増加に
伴う人為的要因が考えられる。ミサゴについては，繁
殖木のある林への釣りボートの不用意な接近が大きな
影響を与えていると考えられる｡オオタカについては，
一部のバードウオッチャーによる長時間の写真撮影や
観察が繁殖の妨げになっているのではないかと思われ
る。つねに警戒を強いられる状態が続くと，営巣場所
の移動や消滅も予想される。オオタカは，いわゆる里
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山と呼ばれる丘陵地帯が主な繁殖地であり，このため
ゴルフ場造成などの開発によって生息が脅かされるこ
とがある。
このほかハヤブサ（危急種)，オジロワシ(絶滅危倶
種）がカモ類を狙って池周辺に出現することが確かめ
られた。冬季ノスリが飛来することもある。一方，県
内の低山地に普通に見られるサシバが記録されなかっ
たことは，オオタカなどの他のワシタカ類との競合に
よる可能性がある。今後も調査を続けていけば，観察
例数の少なかった種や，確認されなかった種について
も記録されることが期待できる。
古洞池のワシタカ類の保護のためには，烏獣保護区
の指定がなされているとはいえ，今後の人の入りこみ
などの状況には，細心の注意を払う必要がある｡また，
ワシタカ類の保護に対する充分な啓蒙が必要である。
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